
住民とともに歩む議会を目指して

愛南町児童発達支援センターを取材しました。

議会ハラスメント防止条例、児童発達支援センター ほか
聞きたい知りたい議会のこと 　　　　　　　  
議会をもっと身近に（議会中継をご覧ください）　　　　　　　　　　 
第2回南宇和高校魅力化ワークショップ報告 ほか

p2‐3
p4‐5
p6‐7
p8

二次元コード
を読み取って
ご覧ください。

町ホームページで
過去の紙面も

ご覧いただけます。

議会
第7号
2026.9
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こ
の
た
び
、「
愛
南
町
議
会
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」

が
可
決
・
成
立
し
た
こ
と
を
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

条
例
案
の
策
定
過
程
で
は
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
よ
る
検
討
に
加
え
、

例
規
審
査
機
関
に
よ
る
リ
ー
ガ
ル

チ
ェ
ッ
ク
や
全
議
員
へ
の
意
見
照
会
、

議
員
全
員
協
議
会
で
の
確
認
が
重
ね

ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

丁
寧
な
合
意
形
成
を
経
て
条
例
が
成

立
し
た
こ
と
自
体
に
、
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
条
例
は
、
被
害
を
受
け
た
方
の

救
済
と
議
会
環
境
の
是
正
に
重
点
を

置
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
差
別
的
な
言
動

６
月
議
会
で
「
愛
南
町
議
会
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
条
例
」
が

全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
・
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
議
員
間
ま

た
は
議
員
と
職
員
と
の
間
に
お
け
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
と
排
除
に
必
要
な

事
項
を
定
め
、
良
好
な
職
場
環
境
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
町
民
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
加

を
明
確
に
対
象
と
し
た
こ
と
、
匿
名

で
の
相
談
を
可
能
に
し
た
こ
と
、
事

情
聴
取
に
お
け
る
支
援
者
の
同
席
に

つ
い
て
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
仕

組
み
を
整
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
相

談
や
申
立
て
を
理
由
と
す
る
不
利
益

な
取
扱
い
の
禁
止
を
明
記
し
た
こ
と

な
ど
は
、
被
害
を
受
け
た
方
が
安
心

し
て
相
談
す
る
た
め
の
重
要
な
基
盤

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
外
部
専
門
家

の
知
見
を
活
用
し
な
が
ら
、
是
正
指

導
や
個
別
研
修
な
ど
を
通
じ
て
再
発

防
止
を
図
る
仕
組
み
は
、
条
例
の
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

条
例
の
制
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

誰
も
が
安
心
し
て
議
員
活
動
や
政
治

参
加
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
出
発
点
で
す
。
今
後
、
相
談

者
の
安
全
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

な
が
ら
適
切
に
運
用
さ
れ
、
本
条
例

が
よ
り
活
発
で
安
全
な
議
会
環
境
づ

く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

え
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
介
護
に
関

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
性
的
指
向・

性
自
認
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
出
自
等
に

関
す
る
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
誹
謗

中
傷
や
風
評
の
流
布
な
ど
も
対
象
と

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
行
為
や
勤
務

時
間
外
に
生
じ
た
も
の
も
適
用
範
囲
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行

う
者
の
意
図
に
か
か
わ
ら
ず
発
生
し
得

る
こ
と
を
認
識
し
、
他
の
議
員
や
職
員

を
一
個
人
と
し
て
尊
重
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
、
自
ら

の
行
為
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
責

務
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に

よ
る
公
平
か
つ
客
観
的
な
調
査
を
行
え

る
仕
組
み
、
申
立
人
の
保
護
や
守
秘
義

務
も
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
の
理
念
を
大
切
に
し
、
一

人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
議
会
、

そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ

る
議
会
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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濵田真
ま り
里氏

感想

町ホームページ

条
例
は

こ
ち
ら
か
ら

議会ハラスメント
防止条例を

制定しました！

議会ハラスメント
防止条例を

制定しました！
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愛
南
町
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議

会
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。
予
算
や
決
算
等
の

議
案
の
審
議
方
法
に
つ
い
て
、
現
在
実

施
し
て
い
る
本
会
議
方
式
か
ら
委
員
会

方
式
へ
の
移
行
も
、
そ
の
検
討
項
目
の

一
つ
で
す
。

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
委
員
会

方
式
の
運
用
状
況
等
を
学
ぶ
た
め
、
委

員
会
方
式
を
採
用
し
て
い
る
宿
毛
市
、

宇
和
島
市
、
小
松
島
市
お
よ
び
上
島
町

の
３
市
１
町
の
議
会
を
視
察
し
、
委
員

会
に
お
け
る
審
議
や
、
本
会
議
で
の
委

員
長
報
告
等
の
議
事
進
行
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
４
市
町
と
も
委
員
会
で

審
議
、
本
会
議
で
委
員
長
が
報
告
・
採

決
を
行
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
事

進
行
も
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
町
議
会
に
お
い
て
も
今
後
、
円
滑

な
議
会
運
営
を
図
る
た
め
、
予
算
や
決

算
等
の
議
案
の
審
議
方
法
を
委
員
会
方

式
に
移
行
す
る
か
ど
う
か
、
今
回
の
視

察
結
果
も
踏
ま
え
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

同センターは困り事を抱えているおお
むね18歳未満の子ども、その家族や支援
者へのサポートを行うために設けられま
した。保健師、保育士、言語聴覚士などの
スタッフが配置されています。

以上４つの項目で子どもや家族をサポートしています。
また、おれんじくらぶによる療育（０歳～高校３年生）も同センターの
事業として実施しています。
障がいの有無にかかわらず、生活を送っていく上で困り事があればぜひ
相談してください。
【お問い合わせ】保健福祉課　☎  72-1212

センターの事業としては

１ 2 3 4相談支援 発達支援
家族支援

普及啓発
研修 地域連携

発達相談の窓口とし
て、本人、家族、支援
者の相談に応じます。
23歳までを目安に
就労支援も行います。

発達障がいについて
の情報発信や研修会を
実施します。

関係機関と連携し、
協働しながら発達支援
の体制をつくります。

一人一人の状況に合
わせて、通所により療
育を行います。
また、家族支援やペ
アレントトレーニング
を実施します。

町ホームページ
（詳しくはこちら）

予
算
や
決
算
等
の

　
　
　
審
議
方
法
ど
う
す
る
？

愛南町児童発達支援センター開所
（城辺保健福祉センター内）

4 1

視察



一
般
質
問
・
表
決
が
分
か
れ
た
議
案

あいなん議会だより 2026.9 4二次元コードを読み取ると一般質問の動画が視聴できます。

問
続
く
物
価
高
で
町
民
の
暮

ら
し
が
厳
し
く
な
り
、
資
材

高
騰
・
不
足
な
ど
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
が
影
響
を
受

け
て
い
る
が
、
現
状
と
対
策

は
？

答
関
係
団
体
と
連
携
し
つ

つ
、
現
場
の
声
を
踏
ま
え
た

必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

問
国
に
よ
る
水
産
業
の
担
い

手
支
援
事
業
を
今
後
、
愛
南

町
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
対
策
は
？

答
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

公
的
協
議
会
を
早
急
に
組
織

化
し
た
い
。

問
山
出
の
山
頂
に
巨
大
風
車

を
建
設
す
る
と
土
砂
災
害
、

水
脈
や
水
質
、
御
荘
湾
の

漁
業
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
。
影
響
調
査
を
す
べ
き
で

は
？

答
町
独
自
の
調
査
は
難
し

い
。
事
業
者
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
県
と
協
議
し
た
い
。

問
南
宇
和
高
校
叶
夢
セ
ン

タ
ー
の
運
営
体
制
と
人
材
確

保
に
つ
い
て

答
叶
夢
セ
ン
タ
ー
は
南
宇
和

高
校
魅
力
化
の
中
核
を
担
う

学
習
支
援
拠
点
で
あ
り
、
利

用
登
録
者
は
開
設
当
初
の
89

名
か
ら
141
名
へ
増
加
し
て
い

る
。
一
方
で
講
師
の
退
職
や

異
動
に
よ
り
現
在
の
体
制
で

は
人
員
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
町
も
増
員
の
必
要

性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

募
集
を
行
っ
て
も
応
募
者
の

確
保
や
指
導
教
科
人
材
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。
町
は
持
続
可
能
な

人
材
確
保
を
喫
緊
の
課
題
と

位
置
付
け
、
地
域
人
材
の
活

用
や
生
活
支
援
の
充
実
、
勤

務
実
績
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
導
入
な
ど
を
含

め
、
体
制
強
化
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
進
め
る
と
答
弁

し
た
。

問
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
現
時
点
で
は
愛
南
町
部
活

動
地
域
移
行
等
推
進
懇
話
会

を
設
立
し
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
地
域
ク
ラ
ブ
の

設
立
な
ど
に
向
け
、
関
係
団

体
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問
地
域
指
導
者
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
現
在
、
部
活
動
指
導
員

５
名
、
部
活
動
外
部
指
導
者

16
名
を
配
置
し
て
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

問
地
域
の
受
け
皿
づ
く
り
に

つ
い
て

答
可
能
な
部
活
動
ご
と
に

地
域
展
開
へ
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。
各
中

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
文

化
団
体
等
を
交
え
な
が
ら
、

意
見
交
換
を
始
め
て
い
き
た

い
。

問
遊
漁
船
制
度
改
正
に
よ
る

地
域
産
業
へ
の
影
響
は
？

答
遊
漁
船
業
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
事
業
者
の
負
担
は
増

え
る
が
、
県
や
漁
協
と
連
携

し
て
相
談
対
応
や
情
報
提
供

を
行
い
、
国
・
県
等
の
支
援

策
を
調
査
・
研
究
す
る
。
旅

客
船
で
あ
る
西
海
観
光
船
も

含
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
海
の
観
光
を
発
信
し
て
い

く
。

問
移
住
定
住
施
策
と
空
き
家

バ
ン
ク
の
現
状
は
？

答
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

促
進
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
を
進
め
る
ほ
か
、

町
営
住
宅
な
ど
既
存
住
宅
の

活
用
を
検
討
し
、
関
係
部
署

と
連
携
し
た
受
け
入
れ
体

制
を
強
化
す
る
。
愛
南
町
の

魅
力
を
発
信
し
、
移
住
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

問
都
市
計
画
の
内
容
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
お
け
る

連
携
体
制
と
は
？

答
用
途
地
域
の
指
定
や
開
発

行
為
の
規
制
な
ど
を
担
う
庁

内
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
全

庁
で
推
進
。
国
・
県
・
大
学
・

医
師
会
・
商
工
会
な
ど
14
名

で
構
成
す
る
懇
話
会
で
知
見

を
反
映
さ
せ
る
。
計
画
は
お

お
む
ね
20
年
先
を
見
据
え
、

令
和
９
年
度
末
の
公
表
を
目

指
す
。

問
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
活
用
に
向
け

た
職
員
研
修
と
、
段
階
的
な

業
務
改
善
の
進
め
方
は
？

答
事
務
事
業
の
見
直
し
と
研

修
を
連
動
さ
せ
実
務
直
結
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。「
生

成
Ａ
Ｉ
を
自
分
事
と
し
て
使

う
」
意
識
付
け
を
今
年
度
の

目
標
と
し
、
書
か
な
い
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に
も

全
庁
で
取
り
組
む
。

金
繁

典
子

Kanashige
Noriko

尾
崎

惠
一

Ozaki
Keiichi

岡

雄
次

Oka
Yuji

山
本

美
佐

Yamamoto
Misa

田
中

純
樹

Tanaka
Junki

各議員が、地域公共交通や教育、DX 推進、
環境等の町政の広い範囲にわたって一般質問
を行いました。一 般 質 問
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「そこが聞きたい」
問
公
共
施
設
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
へ
の
防
災
チ
ェ
ア
設
置

に
つ
い
て
、
災
害
時
の
大
規

模
停
電
や
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ

込
め
に
備
え
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
に
防
災
備
蓄
品
を
収

納
し
た
防
災
チ
ェ
ア
を
設
置

す
べ
き
で
は
？

答
利
用
者
の
不
安
軽
減
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
一

定
の
有
効
性
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
先
行
し
て

本
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ

の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

動
線
の
確
保
・
利
用
実
態
・

費
用
対
効
果
等
を
個
別
に
精

査
し
て
設
置
の
可
能
性
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

問
南
宇
和
高
校
叶
夢
セ
ン

タ
ー
の
運
営
体
制
と
人
材
確

保
に
つ
い
て

答
叶
夢
セ
ン
タ
ー
は
南
宇
和

高
校
魅
力
化
の
中
核
を
担
う

学
習
支
援
拠
点
で
あ
り
、
利

用
登
録
者
は
開
設
当
初
の
89

名
か
ら
141
名
へ
増
加
し
て
い

る
。
一
方
で
講
師
の
退
職
や

異
動
に
よ
り
現
在
の
体
制
で

は
人
員
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
町
も
増
員
の
必
要

性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

募
集
を
行
っ
て
も
応
募
者
の

確
保
や
指
導
教
科
人
材
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。
町
は
持
続
可
能
な

人
材
確
保
を
喫
緊
の
課
題
と

位
置
付
け
、
地
域
人
材
の
活

用
や
生
活
支
援
の
充
実
、
勤

務
実
績
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
導
入
な
ど
を
含

め
、
体
制
強
化
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
進
め
る
と
答
弁

し
た
。

問
高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
の
対
策
は
？

答
人
口
減
少
・
高
齢
化
で

地
域
の
交
通
事
情
は
年
々
厳

し
く
な
っ
て
お
り
、
移
動
手

段
の
確
保
は
重
要
な
政
策
課

題
。一

本
松
の
タ
ク
シ
ー
休
止

は
情
報
を
把
握
後
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
等
関
係
者
と
協

議
を
継
続
中
。

今
後
、
交
通
デ
ー
タ
の
分

析
や
専
門
人
材
の
確
保
等
、

移
動
手
段
の
確
保
対
策
を
全

庁
横
断
的
な
体
制
で
推
進
す

る
。Ｄ

Ｘ
を
駆
使
し
た
新
技
術

や
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
導
入

可
能
性
に
つ
い
て
、
研
究
を

進
め
て
い
く
。

問
遊
漁
船
制
度
改
正
に
よ
る

地
域
産
業
へ
の
影
響
は
？

答
遊
漁
船
業
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
事
業
者
の
負
担
は
増

え
る
が
、
県
や
漁
協
と
連
携

し
て
相
談
対
応
や
情
報
提
供

を
行
い
、
国
・
県
等
の
支
援

策
を
調
査
・
研
究
す
る
。
旅

客
船
で
あ
る
西
海
観
光
船
も

含
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
海
の
観
光
を
発
信
し
て
い

く
。

問
移
住
定
住
施
策
と
空
き
家

バ
ン
ク
の
現
状
は
？

答
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

促
進
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
を
進
め
る
ほ
か
、

町
営
住
宅
な
ど
既
存
住
宅
の

活
用
を
検
討
し
、
関
係
部
署

と
連
携
し
た
受
け
入
れ
体

制
を
強
化
す
る
。
愛
南
町
の

魅
力
を
発
信
し
、
移
住
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

問
都
市
計
画
の
内
容
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
お
け
る

連
携
体
制
と
は
？

答
用
途
地
域
の
指
定
や
開
発

行
為
の
規
制
な
ど
を
担
う
庁

内
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
全

庁
で
推
進
。
国
・
県
・
大
学
・

医
師
会
・
商
工
会
な
ど
14
名

で
構
成
す
る
懇
話
会
で
知
見

を
反
映
さ
せ
る
。
計
画
は
お

お
む
ね
20
年
先
を
見
据
え
、

令
和
９
年
度
末
の
公
表
を
目

指
す
。

問
Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
活
用
に
向
け

た
職
員
研
修
と
、
段
階
的
な

業
務
改
善
の
進
め
方
は
？

答
事
務
事
業
の
見
直
し
と
研

修
を
連
動
さ
せ
実
務
直
結
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。「
生

成
Ａ
Ｉ
を
自
分
事
と
し
て
使

う
」
意
識
付
け
を
今
年
度
の

目
標
と
し
、
書
か
な
い
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
に
も

全
庁
で
取
り
組
む
。

池
田

栄
次

Ikeda
Eiji

嘉
喜
山

茂

Kagiyama
Shigeru

７名の議員が
6月 
議会

賛
成

賛
成

反
対

反
対

反
対

　南宇和高校の魅力化は、高校生や関係者が積み重ねてきた努力により大きな可能性を有しており、今後も
町全体で応援すべき。一方で、寮建設は、県の関わりや入寮需要の見通し、津波浸水域への立地、町民への
説明・合意形成など重要な課題が残されている。町民に対する議会の責任に鑑み、現時点では賛成するに十
分な情報・条件が整っているとは判断できない。

　副議長の一般質問での発言を問題視した問責決議案に対し、発言は決定事項を否定するものではなく、議
員の言論の自由の範囲内であると反論。問責に相当する重大な支障や職責逸脱は認められず、議会内の認識
整理で対応すべきとして反対した。

　温浴施設の利用料金は、1,000 円まで上げなくても現行条例でも100 円アップの上限 650 円ま
で対応が可能。料金改定を急ぐ前に、住民や町外利用者の利便性、町や指定管理者にとってのメリッ
ト、施設の根本的な在り方を十分検討すべきであり、反対する。

　人口減少が進む中、南宇和高校は地域の将来を支える重要な存在であり、その存続には全国
募集の推進が不可欠である。また、全国から生徒を受け入れるためには、安全・安心な住環境と
なる学生寮の整備が必要条件であり、単なる施設整備ではなく、若者の学びと地域の活力を支
える未来への投資であり、愛南町の将来を見据えた重要な取り組みである。

　副議長は、議会で協議し全員で決定した事項を、一般質問で改めて問題視する発言を行った。議
員の発言は自由であるが、議会のルールや決定を尊重すべき立場にあり、特に議長を補佐する副議
長として適切さを欠くとして賛成した。

討 論

討 論

討 論

令和８年度愛南町一般会計補正予算（第１号）について

嘉喜山愛南町議会副議長に対する問責決議について

愛南町地域コミュニティ施設の使用料に関する条例の一部改正について

結果 賛成
10

反対
3 で 原案

可決

結果 賛成
4

反対
8 で

結果 賛成
11

反対
2 で 原案

可決

表決が分かれた議案（討論の概要および結果）

※本会議において討論が行われたもののみを掲載しています。

4/17 臨時会

6/12 定例会

6/4 定例会

（除斥1）
否決



5/26 全国町村議会議長・副議長研修会

　５月26日、東京国際フォーラムにて全国町村議会

議長会主催の研修会が開催され、本町議会議長・副議

長を含め全国から約2,000名が参加しました。

　「地方創生」「外国人材の確保・育成」「男女共同参

画」の３つのテーマで講演が行われ、宮城県蔵王町議

会の事例発表では、町制施行から69年間女性議員が

不在だった同町が、模擬議会の取り組み等を通じて

女性議員の誕生・活性化につながったという内容で

した。
　人口減少が進む中、女性や若者が政治に参加しや

すい環境づくりは、地域の振興・活性化につながるものと考えます。今
回の学びを、町民の皆さんが

政治をより身近に感じられる議会運営に生かしていきます。

正副議長研修結果報告

6/30 ハラスメント防止研修
　６月30日、NPO法人こころ塾　中原未知生氏を講師に、議員対象のハラスメント防止研修を開催しました。
　研修では、政治分野への女性参加促進を掲げる国の方針を背景に、ハラスメントは議員に限らず社会全体の問題であり、議会の信頼性の向上には避けて通れないテーマであると説明がありました。
　特に、「無自覚な言動」や「昔からの慣習」がハラスメントになり得ること、普段からの関係づくりや自身の言動が今の社会常識とずれていないか点検することの大切さも学びました。
　本町議会では、本年６月に制定されたハラスメント防止等に関する条例を踏まえ、町民に信頼される議会の実現に努めていきます。

議員研修結果報告①

8/4 県議長会「町議会議員研修会」
　８月４日、ＡＮＡクラウンプラザホテル松山にて
町議会議員研修会が開催されました。講演は、元所沢
市議会議長　桑畠健也氏による「予算審査につなげ
るための決算審査の勘所」、中央大学法学部教授　礒
崎初仁氏による「議員提案条例のすすめ―地方創生
と議会の役割」の２つです。
　桑畠氏からは、10年後の評価にも耐えられる議会
に向けた決算・予算審査のポイント等について説明
がありました。礒崎氏からは、人口減少時代における
地方創生の現状と課題を踏まえ、議員提案条例の意
義やつくり方、審議のプロセスについて説明がありました。
　今回の学びを、決算・予算審査、政策づくりや条例提案の取り組みに生かしていきます。

議員研修結果報告②

み　 ち　 お

け ん や

は つ ひ と

あいなん議会だより 2026.9 6

現在の
放送状況

議会中継
（生放送・録画配信）
をご覧ください

あなたの暮らしに関わる議論が
ここで行われています。

町議会では、議会活動をより身近に感じていただくため、
ケーブルテレビ・インターネット・YouTubeによる議会
中継(生放送・録画配信)を行っています。

　議会では、より多くの町民の皆さまに議会活動を知っていただけるよう、情報発信の充実と
視聴しやすい環境づくりに取り組んでいきます。

今後、委員会等の放送をさらに拡大していくのであれば、
● どの程度視聴されているのか
● 町民へ十分周知できているのか
● どうすれば見やすくなるのか
　　　　　　　といった視点から継続的に検証していく必要があります。

　議会では、予算や条例、地域
の課題など、私たちの暮らしに
関わる重要な議論が行われて
います。議会活動をより多くの
町民の皆さまに知っていただ
き、町政を身近に感じていただ
くため、議会では情報発信の充
実に取り組んでいます。

　予算、福祉、防災、教育など、皆さまの暮らし
に関わる議論が町議会で行われています。議会
を知ることが、まちづくりへの第一歩です。 

議会
をもっと身近に

　配信開始　　　　　　令和7年11月～
　平均視聴回数　　　　212回（1本当たり）
　チャンネル登録者数  21人

　議会運営委員会では、本会議の日程や議会運
営に関する重要事項を協議しています。しかし、
現状では視聴回数や登録者数はまだ少なく、多
くの町民の皆さまに届いているとは言えない状
況です。

議会ӡӦҕһ会 :PV5VCF഑৴ͷݱঢ়

インターネット
(愛媛CATV)

町ホームページ

本会議等 議会運営
委員会

YouTube
（愛南町議会）

スマートフォンでも簡単に視聴できます！

ͥͻҰ౓͝ཡ͘だ͞いʂ

なぜ議会中継をするの？

YouTube配信をはじめました

ケーブルテレビ
生放送会　議　名

議会運営委員会

本会議（定例会・臨時会） ◯ ◯
（2回）
◯

（2回）◯

◯

◯

◯

◯

◯

予算・決算に係る
議員全員協議会

再放送 生放送 録画配信 録画配信
インターネット Youtube

今後の課題

（R8.8.18現在）

皆さんの声を聴かせて！
օ͞Μͷ੠͸
ͪ͜Β·で⾣

　皆さんのなぜ？あれはどうなったの？これをしてほしい etc…
　小さな声を集めて、大きな声にするのが、私たち議会の仕事です。
町民の皆さんからの「声」をお待ちしています。



5/26 全国町村議会議長・副議長研修会

　５月26日、東京国際フォーラムにて全国町村議会

議長会主催の研修会が開催され、本町議会議長・副議

長を含め全国から約2,000名が参加しました。

　「地方創生」「外国人材の確保・育成」「男女共同参

画」の３つのテーマで講演が行われ、宮城県蔵王町議

会の事例発表では、町制施行から69年間女性議員が

不在だった同町が、模擬議会の取り組み等を通じて

女性議員の誕生・活性化につながったという内容で

した。
　人口減少が進む中、女性や若者が政治に参加しや

すい環境づくりは、地域の振興・活性化につながるものと考えます。今
回の学びを、町民の皆さんが

政治をより身近に感じられる議会運営に生かしていきます。

正副議長研修結果報告

6/30 ハラスメント防止研修
　６月30日、NPO法人こころ塾　中原未知生氏を講師に、議員対象のハラスメント防止研修を開催しました。
　研修では、政治分野への女性参加促進を掲げる国の方針を背景に、ハラスメントは議員に限らず社会全体の問題であり、議会の信頼性の向上には避けて通れないテーマであると説明がありました。
　特に、「無自覚な言動」や「昔からの慣習」がハラスメントになり得ること、普段からの関係づくりや自身の言動が今の社会常識とずれていないか点検することの大切さも学びました。
　本町議会では、本年６月に制定されたハラスメント防止等に関する条例を踏まえ、町民に信頼される議会の実現に努めていきます。

議員研修結果報告①

8/4 県議長会「町議会議員研修会」
　８月４日、ＡＮＡクラウンプラザホテル松山にて
町議会議員研修会が開催されました。講演は、元所沢
市議会議長　桑畠健也氏による「予算審査につなげ
るための決算審査の勘所」、中央大学法学部教授　礒
崎初仁氏による「議員提案条例のすすめ―地方創生
と議会の役割」の２つです。
　桑畠氏からは、10年後の評価にも耐えられる議会
に向けた決算・予算審査のポイント等について説明
がありました。礒崎氏からは、人口減少時代における
地方創生の現状と課題を踏まえ、議員提案条例の意
義やつくり方、審議のプロセスについて説明がありました。
　今回の学びを、決算・予算審査、政策づくりや条例提案の取り組みに生かしていきます。

議員研修結果報告②

み　 ち　 お

け ん や

は つ ひ と

あいなん議会だより 2026.97



記後集編

議会の本会議や委員会を傍聴することができます。
本会議（定例会および臨時会）の傍聴

委員会の傍聴

今後の予定

あいなん議会だより　2026.9　第７号
[発 行] 愛南町議会  〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　[責任者] 議長 吉田茂生
[編 集] 議会広報常任委員会　TEL 0895-72-7320 ／ FAX 0895-72-1883
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近
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や

情
報
を
瞬
時
に
得
る
こ
と
が
で
き
る

便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
私
自

身
も
日
々
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
、
多
く
の
情
報
に
触

れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
本
や
新
聞
な
ど
の
紙
媒

体
に
は
、必
要
な
情
報
だ
け
で
な
く
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
中
で
思
い
が
け
な

い
記
事
や
新
し
い
知
識
に
出
会
え
る

魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
じ
っ
く

り
読
み
返
し
な
が
ら
考
え
る
時
間
を

与
え
て
く
れ
る
の
も
紙
媒
体
な
ら
で

は
の
良
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

情
報
が
あ
ふ
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
議
会
だ
よ
り
の
よ
う
な
地
域
に

密
着
し
た
情
報
源
の
役
割
は
大
き
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
ニ
ュ
ー
ス

で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
愛
南

町
の
身
近
な
課
題
や
将
来
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
、
議
会
で
ど
の
よ
う
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
伝

え
す
る
こ
と
も
、
議
会
だ
よ
り
の
大

切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

ぜ
ひ
お
手
元
で
ゆ
っ
く
り
と
ペ
ー

ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、
町
の
今
と
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
）

 「議会だより」第 7 号、
 いかがでしたか？

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、議場の傍聴
席で傍聴してください。
　また、本会議は専用サイト（愛媛
CATV）でインターネット中継を行
っています。

　傍聴人受付票に住所・氏名を記入し、各委員会が
開催される会議室で傍聴してください。

・正式には議会運営委員会で協議の上、本会議で決定します。
・本会議の開催日は町ホームページに掲載します。

編集委員会メンバーのご紹介

や
る
気

満
々
！

においでください！傍聴

愛媛CATV

9月2日㈬～18日㈮
9月定例会

第 2回南宇和高校魅力化
 ワークショップ報告

　７月10日、同組合議会臨時会が開催さ
れ、予算の繰越に関する２件の報告と住民
サービスの向上と安全確保に直結する２議
案が審議されました。
　２件の報告は、令和７年度の一般会計お
よび介護保険施設事業会計における予算の
繰越計算書が報告されました。
　２議案は、介護保険制度の改正に伴う特
別養護老人ホームの利用料等の改定に係る
条例の改正議案、宇和島消防署に配備する
高規格救急自動車の更新に係る財産の取得
契約議案で、いずれも原案どおり可決され
ました。

宇和島地区広域事務組合議会
■ 一部事務組合議会

　６月30日、第２回南宇和高校魅力化ワー
クショップが開催され、生徒や保護者、教
職員、地域の事業者、町議会議員、町職員
など40人が参加しました。
　今回は、第 1 回で出された意見を基に、
「南光学」「学び」「部活動・放課後活動」「地
域連携」「暮らし」の５つのテーマで、実
現に向けた話し合いが行われました。
　グループワークでは、それぞれの立場か
ら率直な意見が出され、深い議論ができま
した。今後、こうした話し合いが具体的な
取り組みにつながることを期待します。




